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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療器具において、
　（ａ）医療用エンド・エフェクタであって、
　　第１の内腔を画定する外側シース、
　　前記第１の内腔中を延在し、第２の内腔を画定するロッド、および、
　　前記第２の内腔中を延在する超音波伝播要素
を含み、
　前記ロッドと前記外側シースの間に通路が、この通路に沿って医療用の薬品が搬送され
る時に、当該医療用の薬品が前記超音波伝播要素に向けられるように画定されている、
医療用エンド・エフェクタと、
　（ｂ）前記医療用の薬品を前記通路に沿って搬送して、前記超音波伝播要素に接触させ
るように構成されている、使用者作動型媒体トランスポータと、
　を備えており、
　前記ロッドは、複数の振動の節で前記超音波伝播要素に接続され、前記超音波伝播要素
の少なくとも一部分は、前記通路の遠位端の遠位にあり、
　前記医療用の薬品が、超音波により振動されないときは、より高い粘性の状態を有し、
超音波により振動されるときは、より低い粘性の状態を有する、
医療器具。
【請求項２】
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　請求項１に記載の医療器具において、
　前記医療用の薬品は、その薬品が前記通路に沿って搬送される時に、前記のより高い粘
性の状態を有し、前記超音波伝播要素と接触している時に、前記のより低い粘性の状態を
有する、
　医療器具。
【請求項３】
　請求項２に記載の医療器具において、
　前記医療用の薬品は、その薬品が前記通路に沿って搬送される時に、より高い粘性の液
体の状態を有し、前記超音波伝播要素により、超音波により振動される時に、より低い粘
性の液体の状態を有する、医療器具。
【請求項４】
　請求項３に記載の医療器具において、
　前記通路は、チャンネルを含み、
　前記使用者作動型媒体トランスポータは、注射器を含む、
　医療器具。
【請求項５】
　請求項２に記載の医療器具において、
　前記医療用の薬品は、その薬品が前記通路に沿って搬送される時に、固体の状態を有し
、前記超音波伝播要素により、超音波により振動される時に、液体の状態を有する、医療
器具。
【請求項６】
　請求項５に記載の医療器具において、
　前記使用者作動型媒体トランスポータは、プッシュ・スライドを含む、医療器具。
【請求項７】
　請求項２に記載の医療器具において、
　前記超音波伝播要素は、２０キロヘルツ～５００キロヘルツ、の範囲内の振動数におい
て、振動するように構成されている、医療器具。
【請求項８】
　請求項２に記載の医療器具において、
　前記通路は、チャンネルを含み、
　前記使用者作動型媒体トランスポータは、前記チャンネルの中において、前記医療用の
薬品を搬送するように構成されている、
　医療器具。
【請求項９】
　請求項２に記載の医療器具において、
　前記通路は、形状が管状であるロッド、を含み、
　前記医療用の薬品は、環状の形状を有していて、かつ、前記通路に含まれる前記ロッド
の上に置かれるように構成されており、
　前記使用者作動型媒体トランスポータは、前記医療用の薬品を、前記通路に含まれる前
記ロッドに沿って、搬送するように構成されている、
　医療器具。
【発明の詳細な説明】
【開示の内容】
【０００１】
〔発明の分野〕
　本発明は、一般に、外科器具と外科方法に、関連しており、特に、患者の血管をふさぐ
方法と、超音波外科鋏、クリップ・アプライア、ステープラ、およびＲＦ（高周波）双極
血管シーラ、等のような、機械に基づくか、エネルギーに基づく、結紮器具、を含む、医
療システムと、超音波伝播要素を含む医療用エンド・エフェクタを有する医療器具と、に
関連している。
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【０００２】
〔発明の背景〕
　従来の超音波外科鋏は、超音波外科ブレードと、当該ブレードに向かって開閉するよう
に操作可能なクランプ・アームと、を有するエンド・エフェクタ、を含んでおり、この場
合に、超音波外科ブレードは、２０キロヘルツ～５００キロヘルツ、の範囲内の振動数に
おいて、振動するように構成されている。一例の既知の適用において、超音波外科鋏は、
患者の血管、またはその他の組織、を横断（transect）してふさぐための、エネルギーに
基づく結紮器具として、用いられている。別の従来の結紮器具は、クリップ・アプライア
、ステープラ、およびＲＦ（高周波）双極血管シーラ等、を含む。既知の医療用の薬品は
、凝塊剤等のような止血剤、薬剤等のような治療剤、改善されたＸ線写真画像化のための
、組織染料等のような、組織画像化向上用の物質、を含む。また、医療用注射器は、患者
の組織に液体を供給するために、知られている。
【０００３】
　しかしながら、依然として、科学者およびエンジニアは、超音波伝播要素を含む医療用
エンド・エフェクタを有する改善された医療器具や、機械に基づくか、エネルギーに基づ
く、結紮器具、を含む改善された医療システムや、患者の血管をふさぐための改善された
方法、を求め続けている。
【０００４】
〔発明の概要〕
　本発明の第１の実施形態は、医療用エンド・エフェクタと使用者作動型媒体トランスポ
ータと、を含む医療器具、のためのものである。この医療用エンド・エフェクタは超音波
伝播要素を含み、さらに、通路であって、医療用の薬品を、その薬品がその通路に沿って
搬送される時に、上記超音波伝播要素に向けるように構成されている、通路、を含む。ま
た、使用者作動型媒体トランスポータは、医療用の薬品を上記通路に沿って搬送して、上
記の超音波伝播要素に接触させるように構成されている。
【０００５】
　本発明の第２の実施形態は、医療器具と使用者作動型止血剤トランスポータと、を含む
医療システム、のためのものである。この医療器具は患者の組織を治療するように構成さ
れていて、機械に基づく結紮器具とエネルギーに基づく結紮器具と、から成る群から、選
択される。また、使用者作動型止血剤トランスポータは、患者の組織に対して止血剤を搬
送するように構成されている。
【０００６】
　本発明の方法は、患者の血管をふさぐ、ためのものである。この方法は、血管に止血剤
を供給する処理、を含む。この方法は、機械に基づく結紮器具とエネルギーに基づく結紮
器具と、から成る群から、選択される、医療器具により、血管を治療する処理、を含む。
【０００７】
　幾つかの有益な効果および利点が、本発明の方法および実施形態の一つ以上から、得ら
れる。一例において、上記医療用の薬品は、上記通路に沿う、機械的な移動、機械的な回
転、回転を伴う機械的な移動、流体の圧力差、等により、（超音波により振動されずに）
搬送される時に、比較的に高い粘性の状態を有し、上記の超音波伝播要素により、超音波
により振動される時に、比較的に低い粘性の状態を有して、その医療用の薬品の改善され
た分散、を可能にしている。また、別の例において、止血剤を血管に供給する処理等のよ
うな、止血剤を患者の組織に搬送する処理は、血管等のような、患者の組織が、機械的に
基づくか、エネルギーに基づく、結紮器具、により、治療される時に、止血を改善する。
【０００８】
　本発明は、限定を伴わずに、手動型器具ならびにロボット補助型器具において、適用性
を有している。
【０００９】
〔発明の詳細な説明〕
　本発明を詳細に説明する前に、本発明が、添付図面および説明において示されている各
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部分の構成および配列の詳細に、その適用または使用において、限定されていないこと、
が当然に気づかれるであろう。本発明の図示の実施形態は、他の実施形態、変形例および
変更例において、実施可能であり、組み込まれていてもよく、さまざまな様式で、実施ま
たは実行可能である。さらに、他に示されていない限り、ここにおいて用いられている用
語および表現は、読者の便宜のために、本発明の例示的な実施形態を説明する目的のため
に選択されているのであって、本発明を限定する目的のためではない。
【００１０】
　以下に記載されている実施形態、実施例等のいずれか一つ以上が、他の以下に記載され
ている実施形態、実施例等のいずれか一つ以上と、組み合わせることができること、が理
解されるであろう。
【００１１】
　次に、図面において、同一の参照符号は同一の要素を示しており、図１は本発明の第１
の実施形態を示している。図１の実施形態の第１の表現は、医療用エンド・エフェクタ１
２と使用者作動型媒体トランスポータ１４と、を含む医療器具１０、のためのものである
。医療用エンド・エフェクタ１２は超音波伝播要素１６を含み、さらに、通路１８であっ
て、医療用の薬品２０を、その薬品がその通路１８に沿って搬送される時に、上記超音波
伝播要素１６に向けるように構成されている、通路１８、を含む。また、使用者作動型媒
体トランスポータ１４は、通路１８に沿って医療用の薬品２０を搬送して、超音波伝播要
素１６に接触させるように構成されている。
【００１２】
　図１の実施形態の第１の表現を可能にする一つの手段において、上記医療用の薬品２０
は、上記通路１８に沿って（超音波により振動されずに）搬送される時に、比較的に高い
粘性の状態（限定を伴わずに、固体の状態、および、粘性の液体キャリヤの中のペレット
または固体の高分子キャリヤの中の安定化されたマイクロバブル等のような、固体と液体
／気体の状態の混合物、を含む）を有し、上記の超音波伝播要素１６により、超音波によ
り振動される時に、比較的に低い粘性の状態を有する。一例の実施形態において、上記医
療用の薬品２０の改善された分散が達成されており、この分散された医療用の薬品は上記
の比較的に高い粘性の状態に戻り、超音波伝播要素１６により、それ以上、超音波により
振動されないと、適当な場所に留まる。
【００１３】
　超音波伝播要素１６は、超音波の振動数において振動するように構成されている要素、
である。一つの利用例において、超音波伝播要素１６は、２０キロヘルツ～５００キロヘ
ルツの範囲内の振動数において、振動するように構成されている。また、一例において、
上記超音波伝播要素１６は最遠位の振動波腹２２を有しており、媒体トランスポータ１４
は通路１８に沿って医療用の薬品２０を搬送して、最遠位の振動波腹２２におけるか、そ
の近くの、超音波伝播要素１６の領域に、接触するように構成されている。また、一例の
適用において、超音波伝播要素１６は湾曲した超音波ブレードである。この超音波伝播要
素１６は、医療用の薬品２０に、熱エネルギーを送達する。このエネルギーの送達は医療
用の薬品２０に対して速やかに起こり、収縮領域のすぐ近くにおいて生じることが可能で
あり（すなわち、エネルギーの沈着は急な熱勾配により特徴付けることができる）、その
医療用の薬品２０に対するエネルギーの送達の制御を行なうことができる。このような制
御されたエネルギーの送達により、医療用の薬品２０は、制御された様式で、送達される
ことができ、使用者は、速やかに連続して、医療用の薬品２０の送達を、開始して停止す
ること、が可能である。
【００１４】
　医療用の薬品の例は、限定を伴わずに、患者の組織に医療効果を及ぼす治療剤と、医療
用の画像化装置により部位が見える場合に、医療用の薬品および隣接の組織の可視性を改
善する画像化向上剤（組織の部位を標識して、臨床の追跡調査用の境界を確認するために
必要であるもの等）と、を含む。医療用の画像化装置の例は、限定を伴わずに、診断用超
音波、磁気共鳴画像法、コンピュータ連動断層撮影画像法、Ｘ線画像化装置、を含む。ま
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た、組織画像化向上剤の例は、限定を伴わずに、放射性同位元素、Ｘ線染料、マイクロバ
ブル、鉄の粒子、ガドリニウム・キレート、マンガン・キレート等、を含む。一例の適用
において、治療剤は、医療において活性な部分と、医療において不活性な部分と、を有し
ており、この医療において不活性な部分は、医療の薬品が、上記の通路に沿って搬送され
る時に、比較的に高い粘性の状態を有して、超音波伝播要素により、超音波により振動さ
れる時に、比較的に低い粘性の状態を有するように、選択されている。配置されると、上
記医療用の薬品は、周囲の組織と共に熱的な平衡状態に到達するまで、冷却し、これによ
り、その医療用の薬品は比較的に高い粘性の状態（限定を伴わずに、固体の状態、等）に
戻る。医療用の薬品および隣接組織の画像化は、以下のこと、すなわち、（ａ）上記の向
上剤が、上記において列挙されている画像化の様相が解像すると知られている、医療用の
薬品の不活性な部分または組織により、不釣合いに組み合わされているか、違いをわかり
やすくされている、境界、を示すことと、（ｂ）冷却された医療用の薬品自体が、この場
合においても、上記において列挙されている画像化の様相が解像すると知られている、隣
接の組織により、不釣合いに組み合わされているか、違いをわかりやすくされている、境
界、を示すことと、の少なくとも一つにより、改善される。
【００１５】
　治療剤の例は、限定を伴わずに、ポリマーと、接着剤と、セメントと、前凝結性（タン
ポン挿入によるか、凝塊の促進等により化学的に誘発される）、細胞死、増殖の抑制、細
胞の増殖／移植、アブレーション、膨張、感染抑制、痛みの軽減、および／または近置（
接着剤による結合等による）の作用を有する、等のような、臨床効果を、個々に、あるい
は、組み合わされた物質として、与える薬物と、を含む。一例の変形において、上記治療
剤は、一定の時間の期間にわたり、患者の組織により吸収される生体分解性の物質、を含
む。この生体分解性の物質は固体のポリマーまたは粘性の流体とすることができ、（比較
的に低い粘性の状態において単独で送達される場合に対して）局所的な吸収のための延長
された時間枠により、調整された長く続く臨床効果を与える、結合薬、遺伝子療法または
生活可能な生物学的な存在物、を含むことができる。さらに、同一のまたは異なる変形例
において、上記治療剤は、装置、移植片または患者の組織、等のような、構造を、近置ま
たは接合させる接着性の物質、を含む。さらに、同一のまたは異なる変形例において、上
記治療剤は、医療において活性な状態と、医療において不活性な状態と、を有しており、
この場合に、医療用の薬品は、超音波の圧力波または光、等のような、外部の手段により
、医療において、活性化される。
【００１６】
　図１の実施形態の第１の表現の実施例において、通路１８はチャンネル２４を含み、使
用者作動型媒体トランスポータ１４は、チャンネル２４の中において医療用の薬品２０を
搬送するように構成されている。さらに、同一のまたは異なる実施例において、医療用の
薬品２０は、通路１８に沿って、（超音波により振動されずに）搬送される時に、比較的
に高い粘性の液体の状態を有し、超音波伝播要素１６により、超音波により振動される時
に、比較的に低い粘性の液体の状態を有する。一例の変形において、上記通路１８はチャ
ンネル２４を含み、使用者作動型媒体トランスポータ１４は注射器２６を含む。また、一
例において、医療用エンド・エフェクタ１２は外側シース２８を含み、チャンネル２４は
外側シース２８の内腔であり、超音波伝播要素１６は外側シース２８の中に延在している
か、当該外側シース２８から延出可能であり、この医療器具１０はハンドピース３０を含
み、このハンドピース３０および注射器２６は外側シース２８に連結されている。
【００１７】
　図示されていない、超音波伝播要素の他の形状は、穴であって、その穴を囲っている壁
に医療用の薬品２０が接触すると、その医療用の薬品２０がその穴を介して通過する、穴
、を有する形状と、分割要素（一方は上に曲がり、他方は下に曲がっている）、および２
個の通路（一方は、第１の医療用の薬品を、上に曲がっている要素に向けて、他方は、第
２の医療用の薬品を、下に曲がっている要素に向ける）、を有する形状と、上端ピンおよ
び下端ピンを伴う単一の要素、ならびに２個の経路（一方は、医療用の薬品を、上端ピン
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に向けて、他方は、医療用の薬品を、下端ピンに向ける）、を有する形状と、超音波伝播
要素が、この要素を露出させている側壁のカットアウトを有する外側管により運ばれる遠
位側の針よりも、近位側にある、形状と、を含む。
【００１８】
　上記医療器具の第１の代替の実施形態１１０が図２において示されている。一つの可能
にする手段において、医療用の薬品１２０は、通路１１８に沿って、（超音波により振動
されずに）搬送される時に、固体の状態（または、液体のキャリヤの中におけるペレット
等のような、固体と液体の状態の混合状態）を有し、超音波伝播要素１１６により、超音
波により振動される時に、液体の状態を有する。一例の変形において、使用者作動型媒体
トランスポータ１１４は、医療用の薬品１２０を遠位側に押し出して超音波伝播要素１１
６に接触させるために、装置に沿って延在しているプッシュ・スライド１２６、を含んで
いる。図２において示されているように、プッシュ・スライド１２６は、使用者による、
摺動または直進送出により、媒体に力を与える。同様に、例えば、リード・スクリューに
より、軸方向の力および／または回転トルクを、医療用の薬品１２０に与えることも可能
である。一例の変更において、超音波伝播要素１１６は針の形状を有していて、チャンネ
ル１２４に対して同軸に整合されている。また、一例において、医療用の薬品１２０は、
超音波により振動される前に、それぞれ球の形状を有している、一連の固体の医療用の薬
品、を含んでいる。図示されてない、固体の医療用の薬品の形状の別の例は、限定を伴わ
ずに、平坦な端部を有する一連の円筒体と、ボール・ソケット型の端部を有する一連の円
筒体と、を含む。さらに、一例の構成において、通路１２４は、例えば、リブ、Ｏ－リン
グ等により、振動の節において、超音波伝播要素１１６から振動に関して分離できる内側
シース１３２、のチャンネルである。
【００１９】
　上記医療器具の第２の代替の実施形態２１０が図３において示されている。一つの可能
にする手段において、通路２１８は、形状において管状であるロッド２２４、を含み、医
療用の薬品２２０は環状の形状を有していて、ロッド２２４の上に取り付けられるように
構成されている。この実施形態において、使用者作動型媒体トランスポータ（図示されて
いないが、一例において、環状のプッシュ・スライドであり、これ以外は、図２において
示されているプッシュ・スライド１２６と全く同じであり、また、別の例において、医療
用の薬品２２０に、移動および／または回転、を与えるための、リード・スクリューであ
る）は、医療用の薬品２２０を、ロッド２２４に沿って搬送して、超音波伝播要素２１６
の遠位端部（例えば、ボールまたは針の形状の遠位端部）に接触させるように構成されて
いる。一例の実施形態において、医療用の薬品２２０は、超音波により振動される前に、
それぞれがリングの形状を有している、一連の固体の医療用の薬品、を含んでいる。さら
に、図示されていない、環状の形状の別の例は、限定を伴わずに、一連の管、を含む。一
例の構成において、ロッド２２４は、例えば、リブ、Ｏ－リング等により、振動の節にお
いて、超音波伝播要素２１６を囲ってこれに連結可能である、内側シースのロッド、であ
り、これにより、構造的な支持が、超音波伝播要素２１６の振動の性能において最小限の
影響を伴って、与えられている（すなわち、ロッド２２４は、超音波伝播要素２１６から
、振動に関して分離されている）。
【００２０】
　図１の実施形態の第１の表現の医療器具１０を用いて患者の組織を医療により治療する
ための方法であって、医療用の薬品２０が、超音波により振動される時に、比較的に低い
粘性になる、方法は、以下の工程（ａ）～工程（ｃ）、を含む。すなわち、工程（ａ）は
、医療により治療される患者の組織のすぐ近くに、医療用のエンド・エフェクタ１２を配
置する処理、を含む。工程（ｂ）は、使用者作動型媒体トランスポータ１４を使用して、
比較的に高い粘性の状態（限定を伴わずに、固体の状態等）における医療用の薬品２０を
、通路１８に沿って、搬送して、超音波伝播要素１６に接触させる処理、を含む。工程（
ｃ）は、医療用の薬品２０を分散させるために、その医療用の薬品２０を比較的に低い粘
性の状態に熱的に変化させるように、超音波伝播要素１６を作動させる処理、を含む。さ
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らに、工程（ｄ）は、分散させた医療用の薬品２０を、さらに高い粘性の状態（限定を伴
わずに、固体の状態等）に熱的に戻すように、超音波伝播要素１６を非作動化させる処理
、を含む。
【００２１】
　一つの利用例において、医療用の薬品２０は、組織の標識、組織部位の画像化の向上、
タンポン挿入による凝固、化学的に誘発される凝塊の促進による凝固、細胞死、組織増殖
の抑制、組織のアブレーション、組織の膨張、感染の抑制、痛みの軽減、細胞の増殖／移
植、組織の近置、装置の近置、および移植片の近置、から成る群から、選択される、少な
くとも一つの作用、を有する。同一または異なる利用例において、上記の使用者作動型媒
体トランスポータはリード・スクリューを含む。また、同一または異なる利用例において
、超音波伝播要素１６への医療用の薬品２０のはりつきを減少させるために、被膜材料に
より、医療用の薬品２０を被覆する処理も含まれている。このような被膜材料の例は、限
定を伴わずに、テフロン懸濁液、パラレン（Paralene）、ＭＤＸ（シリコン分散液）、お
よび窒化チタン、を含む。
【００２２】
　再び、図面において、図４～図５は本発明の第２の実施形態を示している。この図４～
図５の実施形態の第１の表現は、医療器具３１２と使用者作動型止血剤トランスポータ３
１４とを含む医療システム３１０、のためのものである。なお、用語の「使用者」は、限
定を伴わずに、人間の使用者およびロボットの使用者、を含む。医療器具３１２は患者の
組織３１６を治療するように構成されており、機械に基づく結紮器具と、エネルギーに基
づく結紮器具３１８と、から成る群から、選択される。また、使用者作動型止血剤トラン
スポータ３１４は、患者の組織３１６に止血剤３２０を搬送するように構成されている。
【００２３】
　図４～図５の実施形態の第１の表現を可能にする一つの手段において、患者の組織３１
６は血管３２２を含む。また、一例の変形において、医療器具３１２は、血管３２２を横
断するように構成されている、エネルギーに基づく結紮器具３１８、である。さらに、一
例の変更において、このエネルギーに基づく結紮器具３１８は超音波外科鋏３２４、を含
む。また、このようなエネルギーに基づく結紮器具の他の例は、限定を伴わずに、双極血
管シーラ、を含む。一方、機械に基づく結紮器具の例は、限定を伴わずに、クリップ・ア
プライアおよび組織ステープラ、を含む。止血剤３２０の例は、限定を伴わずに、グルー
（例えば、シアノアクリレート（cynoacrylites））等のような接着剤、エポキシ（例え
ば、ウレタン）等のような接着剤、等を含む。
【００２４】
　図４～図５の実施形態の第１の表現の一例の適用において、使用者作動型止血剤トラン
スポータ３１４は、患者の組織３１６の上に、止血剤３２０を噴霧するように構成されて
いる、霧吹き３２６、を含んでいる。さらに、他の使用者作動型止血剤トランスポータは
、限定を伴わずに、既述の媒体トランスポータ１４、を含む。
【００２５】
　図４～図５の実施形態の第１の表現の一例の実施において、止血剤３２０は、エネルギ
ーにより活性化されると、止血特性を有し、医療器具３１２は、止血剤３２０の止血特性
を活性化するように構成されている、エネルギーに基づく結紮器具３１８、である。一例
の変形において、止血剤３２０は、エネルギーに基づく結紮器具３１８からのエネルギー
により、変性されて凝塊を作るように構成されている、蛋白質、を含む。
【００２６】
　本発明の方法は、患者の血管３２２をふさぐ、ためのものである。この方法は、血管３
２２に、止血剤３２０を供給する処理、を含む。また、上記方法は、機械に基づく結紮器
具とエネルギーに基づく結紮器具３１８と、から成る群から、選択される、医療器具３１
２、により、血管３２２を治療する処理、を含む。
【００２７】
　上記方法の一例の実施形態において、医療器具３１２はエネルギーに基づく結紮器具３
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１８であり、このエネルギーに基づく結紮器具３１８は、超音波外科鋏３２４と双極血管
シーラと、から成る群から、選択される。一例の変形において、上記止血剤３２０は、エ
ネルギーに基づく結紮器具３１８からのエネルギーにより、変性されて凝塊を作るように
構成されている、蛋白質、を含む。さらに、同一のまたは異なる実施例において、上記の
エネルギーに基づく結紮器具３１８は、プロング３２８（超音波ブレード３３０または超
音波外科鋏３２４のクランプ・アーム３３２のいずれか）を有する超音波外科鋏３２４で
あり、止血剤３２０は、凝塊剤を含み、プロング３２８の上において運ばれるように構成
されている（２個のスリーブ３３０と２個のプロング３２８とが図５において示されてい
る）、スリーブ３３４（例えば、この止血剤は環状の形状を有している）、を含む。この
方法の異なる実施において、医療器具３１２は、機械に基づく結紮器具であり、この機械
に基づく結紮器具は、クリップ・アプライアとステープラと、から成る群から、選択され
る。
【００２８】
　幾つかの有益な効果および利点が、本発明の方法および実施形態の一つ以上から、得ら
れる。一例において、上記医療用の薬品は、上記通路に沿って、機械的な移動、機械的な
回転、回転を伴う機械的な移動、流体の圧力差、等により、（超音波により振動されずに
）搬送される時に、比較的に高い粘性の状態を有し、上記の超音波伝播要素により、超音
波により振動される時に、比較的に低い粘性の状態を有して、その医療用の薬品の改善さ
れた分散、を可能にしている。また、別の例において、止血剤を血管に供給する処理等の
ような、止血剤を患者の組織に搬送する処理は、血管等のような、患者の組織が、機械的
に基づくか、エネルギーに基づく、結紮器具、により、治療される時に、止血を改善する
。
【００２９】
　以上において、本発明が、幾つかの実施形態および方法の説明により、例証されている
が、添付の特許請求項の趣旨および範囲を、これらの詳細に、制限または限定することは
、出願人の意図するところではない。すなわち、多数の他の、変形、変更、および置換が
、本発明の範囲から逸脱することなく、当業界における熟練者において、思いつくことに
なるであろう。例えば、本発明の医療器具および医療システムは、ロボット・システムに
対して適合性を有することになる、これらのシステム、部品および方法の明らかな変更を
考慮している、ロボット補助型の手術における、適用性、を有している。上記の説明は、
例として、記載されていることと、他の変更が、添付の特許請求項の範囲および趣旨から
逸脱することなく、当業界の熟練者において、思いつくことが可能であること、が理解さ
れるであろう。
【００３０】
〔実施の態様〕
（１）医療器具において、
　（ａ）超音波伝播要素および通路を含む、医療用エンド・エフェクタであって、前記通
路は、この通路に沿って医療用の薬品が搬送される時に、前記医療用の薬品を前記超音波
伝播要素に向けるように構成されている、医療用エンド・エフェクタと、
　（ｂ）前記医療用の薬品を前記通路に沿って搬送して、前記超音波伝播要素に接触させ
るように構成されている、使用者作動型媒体トランスポータと、
　を備えている、医療器具。
（２）実施態様１に記載の医療器具において、
　前記医療用の薬品、
　をさらに備えており、
　前記医療用の薬品は、その薬品が前記通路に沿って搬送される時に、比較的に高い粘性
の状態を有し、前記超音波伝播要素により、超音波により振動される時に、比較的に低い
粘性の状態を有する、
　医療器具。
（３）実施態様２に記載の医療器具において、



(9) JP 5160101 B2 2013.3.13

10

20

30

40

50

　前記医療用の薬品は、その薬品が前記通路に沿って搬送される時に、比較的に高い粘性
の液体の状態を有し、前記超音波伝播要素により、超音波により振動される時に、比較的
に低い粘性の液体の状態を有する、医療器具。
（４）実施態様３に記載の医療器具において、
　前記通路は、チャンネルを含み、
　前記使用者作動型媒体トランスポータは、注射器を含む、
　医療器具。
（５）実施態様２に記載の医療器具において、
　前記医療用の薬品は、その薬品が前記通路に沿って搬送される時に、固体の状態を有し
、前記超音波伝播要素により、超音波により振動される時に、液体の状態を有する、医療
器具。
【００３１】
（６）実施態様５に記載の医療器具において、
　前記使用者作動型媒体トランスポータは、プッシュ・スライドを含む、医療器具。
（７）実施態様２に記載の医療器具において、
　前記超音波伝播要素は、２０キロヘルツ～５００キロヘルツ、の範囲内の振動数におい
て、振動するように構成されている、医療器具。
（８）実施態様２に記載の医療器具において、
　前記通路は、チャンネルを含み、
　前記使用者作動型媒体トランスポータは、前記チャンネルの中において、前記医療用の
薬品を搬送するように構成されている、
　医療器具。
（９）実施態様２に記載の医療器具において、
　前記通路は、形状が管状であるロッド、を含み、
　前記医療用の薬品は、環状の形状を有していて、かつ、前記ロッドの上に取り付けられ
るように構成されており、
　前記使用者作動型媒体トランスポータは、前記医療用の薬品を、前記ロッドに沿って、
搬送するように構成されている、
　医療器具。
（１０）実施態様２に記載の医療器具を用いて、患者の組織を医療により治療するための
方法において、
　（ａ）医療により治療される前記患者の組織のすぐ近くに、前記医療用エンド・エフェ
クタを配置する処理と、
　（ｂ）前記使用者作動型媒体トランスポータを用いて、前記通路に沿って、前記比較的
に高い粘性の状態で、前記医療用の薬品を搬送して、前記超音波伝播要素に接触させる処
理と、
　（ｃ）前記超音波伝播要素を作動（activating）させて、前記医療用の薬品を分散させ
るために、前記医療用の薬品を、前記比較的に低い粘性の状態に、熱的に変化させる処理
と、
　（ｃ）前記超音波伝播要素を非作動化（deactivating）させて、前記分散させた医療用
の薬品を、前記比較的に高い粘性の状態に、熱的に戻す処理と、
　を含む、方法。
【００３２】
（１１）実施態様１０に記載の方法において、
　前記医療用の薬品は、組織の標識、組織部位の画像化の向上、タンポン挿入による凝固
、化学的に誘発される凝塊の促進による凝固、細胞死、組織増殖の抑制、組織のアブレー
ション、組織の膨張、感染の抑制、痛みの軽減、細胞の増殖／移植、組織の近置、装置の
近置、および移植片の近置、から成る群から、選択される、少なくとも一つの作用、を有
する、方法。
（１２）実施態様１０に記載の方法において、
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　前記使用者作動型媒体トランスポータは、リード・スクリューを含む、方法。
（１３）実施態様１０に記載の方法において、
　前記超音波伝播要素に対する、前記医療用の薬品のはりつきを減少させるために、被覆
材料により、前記医療用の薬品を被覆する処理、
　をさらに含む、方法。
（１４）医療システムにおいて、
　（ａ）患者の組織を治療するように構成されていて、機械に基づく結紮器具、およびエ
ネルギーに基づく結紮器具、から成る群から、選択される、医療器具と、
　（ｂ）前記患者の組織に、止血剤を搬送するように構成されている、使用者作動型止血
剤トランスポータと、
　を備えている、医療システム。
（１５）実施態様１４に記載の医療システムにおいて、
　前記患者の組織は、血管を含み、
　前記医療器具は、前記血管を横断するように構成されているエネルギーに基づく結紮器
具であり、
　前記エネルギーに基づく結紮器具は、超音波外科鋏を含む、
　医療システム。
【００３３】
（１６）実施態様１４に記載の医療システムにおいて、
　前記使用者作動型止血剤トランスポータは、前記患者の組織の上に、前記止血剤を噴霧
するように構成されている、霧吹き、を含む、医療システム。
（１７）実施態様１４に記載の医療システムにおいて、
　前記止血剤は、エネルギーにより活性化される時に、止血特性を有し、
　前記医療器具は、前記止血剤の前記止血特性を活性化するように構成されている、エネ
ルギーに基づく結紮器具、である、
　医療システム。
（１８）実施態様１７に記載の医療システムにおいて、
　前記止血剤は、前記エネルギーに基づく結紮器具からのエネルギーにより、変性されて
凝塊を作るように構成されている、蛋白質、を含む、医療システム。
（１９）患者の血管をふさぐための方法において、
　（ａ）前記血管に止血剤を供給する処理と、
　（ｂ）機械に基づく結紮器具、およびエネルギーに基づく結紮器具、から成る群から、
選択される、医療器具により、前記血管を治療する処理と、
　を含む、方法。
（２０）実施態様１９に記載の方法において、
　前記医療器具は、前記機械に基づく結紮器具であり、
　前記機械に基づく結紮器具は、クリップ・アプライア、およびステープラ、から成る群
から、選択される、
　方法。
【００３４】
（２１）実施態様１９に記載の方法において、
　前記医療器具は、前記エネルギーに基づく結紮器具であり、
　前記エネルギーに基づく結紮器具は、超音波外科鋏および双極血管シーラ、から成る群
から、選択される、
　方法。
（２２）実施態様２１に記載の方法において、
　前記止血剤は、前記エネルギーに基づく結紮器具からのエネルギーにより、変性されて
凝塊を作るように構成されている、蛋白質、を含む、方法。
（２３）実施態様２１に記載の方法において、
　前記エネルギーに基づく結紮器具は、プロングを有する超音波外科鋏、であり、
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　前記止血剤は、凝塊剤を含むスリーブを含み、前記プロングの上において運ばれるよう
に構成されている、
　方法。
（２４）実施態様１９に記載の方法において、
　前記止血剤は、接着剤、およびエポキシ、から成る群から、選択される、方法。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の第１の実施形態の概略的な側面図であり、この場合に、医療器具は、医
療用エンド・エフェクタ（断面で示されている）の中のチャンネル型の通路であって、そ
の医療用エンド・エフェクタの超音波伝播要素に、医療用の薬品をその通路の中において
搬送するための、チャンネル型の通路、を含み、さらに、このチャンネルの中において医
療用の薬品を搬送するための注射器を含む。
【図２】図１と同様の図であるが、異なるチャンネル型の通路と、異なる超音波伝播要素
と、を含む、図１の医療器具（エンド・エフェクタの外側シースが明瞭のために省かれて
いる）の、代替の実施形態の図である。
【図３】ロッド型の通路と、異なる超音波伝播要素と、を含む、図１の医療器具の、別の
代替の実施形態のエンド・エフェクタの概略的な断面図である。
【図４】本発明の第２の実施形態の断面図の側面図であり、この場合に、医療システムは
超音波外科鋏を含み、さらに、患者の組織の上に止血剤を噴霧するように構成されている
霧吹きを含んでいる。
【図５】図４の超音波外科鋏と、凝塊剤を含むスリーブを含み、超音波外科鋏のプロング
の上において搬送されるように構成されている、止血剤と、の斜視図である。

【図１】 【図２】
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